
歯 学 体 報 告

【スキー部門】

オールデンタルスキー部門は３月17日から３月

20日にかけ、北海道歌志内市かもい岳スキー場に

て行われました。スキー競技は基本的には個人競

技です。部員一同持てる力を出し切り練習をしま

した。そして部員全員がベストを尽くすことがで

きたと思います。特に女子競技においては非常に

良い結果を残すことができました。また、国家試

験を終えた６年生も参加してくださり、思い出深

い大会となりました。そして来年のデンタルでは、

今年よりも良い結果を残せるように、部員一同が

んばっていきます。最後になりましたが、多大な

ご支援をいただきましたOB、OG の先生方あり

がとうございました。

成績

SG 女子 第８位 森香奈子（５年）

SL 女子 優 勝 森香奈子（５年）

男子 第20位 有井丈朗（６年）

GS 女子 準優勝 森香奈子（５年）

個人総合 女子 準優勝 森香奈子（５年）

男子 第33位 有井丈朗（６年）

学校総合 混合 第15位

女子 第５位

男子 第15位

（４年 赤石真啓）

【バレーボール部門】

バレーボール部門は７/30～８/２にかけて、北

九州市総合体育館にて行われました。男子部は予

選全勝で決勝トーナメントに進出することがで

き、さらに決勝トーナメントでも順調に勝ち続け、

決勝まで進むことができました。決勝では負けて

しまい、最終的に準優勝という結果でしたが、部

員一同自分たちの力を十分に出し切ったと思いま

す。去年の秋から新チームがスタートして、順調

にチームができていましたが、今年の４月、アク

シデントによりポジションに大きく変更を強いら

れる状況に陥りました。そういった状況の中で８

月までの４ヶ月間で部員全員が一致団結し、最終

的にこのような成績が残せたことはこれからのチ

ームにとっても大きな糧となると思っています。

女子部は残念ながら決勝トーナメントに進むこと

ができませんでしたが、予選では去年の準優勝校

に勝つことができ、来年以降のデンタルでは十分、

上位が狙えると思います。最後になりましたが、

多大なるご支援、ご声援をいただいた先生方、

OB・OG の皆様に心から感謝申し上げます。

男子 予選 VS 朝日大学 ２―１

VS 愛知学院大学 ２―０

VS 鶴見大学 ２―１

VS 北海道大学 ２―０

VS 日本大学松戸 ２―０

準々決勝 VS 神奈川歯科大学 ２―０

準決勝 VS 東京歯科大学 ２―０

決勝 VS 朝日大学 ０―２

８戦７勝１敗

総合成績 準優勝

敢闘賞 金子正幸

女子 予選 VS 鹿児島大学 ０―２

VS 大阪歯科大学 ２―１

VS 日本大学 ２―１

VS 日本大学松戸 ０―２

VS 福岡歯科大学 １―２

５戦２勝３敗

（男子部５年 丹原 惇）

【卓球部門】

今年度の卓球部門は８月８日から11日まで小倉
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北体育館で行われました。男子団体は惜しくも決

勝トーナメントに進出できませんでしたが、女子

は決勝トーナメントに進出し第４位というすばら

しい結果を残すことができました。しかし、女子

団体は優勝も狙えるほどの実力を持っていまし

た。来年はこの悔しさをバネに練習し、今年以上

の成績を残せるように励んでいきたいと思いま

す。個人戦は男子女子ともにデンタル前の毎日の

練習の甲斐もあり、好成績をあげることができま

した。ただ男子は昨年よりデンタル自体のレベル

が上がり、勝ち進むのが難しくなっていたという

のが正直な感想です。

大会会場には福岡県で勤務されているOB の

先生が応援に来て下さいました。また、このデン

タルのために多くの先輩、先生方から御指導、御

支援をいただきました。本当にありがとうござい

ました。

男子

団体 予選リーグ

新潟大学 ３―４ 鹿児島大学

新潟大学 ４―１ 東京歯科大学

新潟大学 ０―４ 九州歯科大学

１勝２敗 予選敗退

個人 シングルス

佐野（４年） ベスト32

女子

団体 予選リーグ １位通過

決勝トーナメント 第４位

個人 シングルス

井表（３年） ベスト８

横山（５年） ベスト16

焼田（５年） ベスト32

ダブルス

横山・井表（５年・３年） ベスト４

焼田・吉田（５年・１年） ベスト８

青木・白金（５年・３年） ベスト16

近藤・金城（３年・２年） ベスト16

新人戦

金城 ２年 優勝

千葉 １年 準優勝

（４年 佐野 健太郎）

【軟式野球部活動報告】

・2004年新潟地区大学軟式野球連盟秋季リーグの

全試合結果

８/28 黒埼球場 歯学部１―７新潟経営大学

９/12 第一野球場 歯学部11―１新潟薬科大学

10/２ 黒埼球場

歯学部８―１新潟大学医学部

10/３ 第一野球場

歯学部０―７新潟医療福祉大学

10/10 第一野球場 歯学部８―０長岡大学

10/16 津島屋球場

歯学部２―３新潟国際情報大学

10/23 黒埼球場

歯学部２―２新潟大学全学部

10/30 黒埼球場 歯学部５―１新潟産業大学

10/31 黒埼球場 歯学部７―２新潟工科大学

５勝３敗１分で第５位となりました。

・2005年新潟地区大学軟式野球連盟春季リーグの

全試合結果

４/23 黒埼球場

歯学部０―６新潟工科大学

５/４ 濁川球場

歯学部５―２新潟医療福祉大学

５/５ 津島屋球場

歯学部５―２新潟医療福祉大学

５/２ 第一野球場 歯学部２―０新潟薬科大学

５/14 津島屋球場

歯学部10―０新潟国際情報大学

５/21 黒埼球場

歯学部６―２新潟大学全学部

５/28 津島屋球場 歯学部13―３長岡大学

５/22 豊栄球場 歯学部７―３新潟産業大学

６/５ 黒埼球場

歯学部８―２新潟大学医学部

８勝１敗で第１位となりました。

・2005年全日本大学軟式野球選手権大会試合結果

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

新潟大学歯学部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

東京経済大学 ０ ０ ３ ０ ４ ３× 10

（歯）竹政―田口 （東経）西沢―黒田

今春は、多くのご声援のもと、全日本大会への
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出場を果たすことができました。試合は県営大宮

公園野球場で行われ、チーム一丸となり精一杯が

んばりました。残念ながら結果は、０―10で東京経

済大学（東都大学軟式野球連盟代表）に惜敗しまし

たが、部員一同が自らの実力を再認識できたこと

はとても貴重な体験でした。全国レベルのチーム

と猛暑の中、戦うことができたことは、これからの

私たちにとって大きな財産になったと思います。

現在は東日本大会出場、初勝利に向けて、守っ

て勝つ」をモットーにチーム全体のレベルアップ

のために部員一同練習に励んでいます。

（４年生 高橋 希）

【ラグビー部門】

デンタルラグビー部門は昨年の12月、九州歯科

大学主管のもと北九州市小倉にて行われました。

我が新潟大学は1回戦で奥羽大学と対戦し、26―14

と８年ぶりに勝利することができました。ここ数

年、初戦敗退が続いていたのでチーム一同今回の

結果を非常に喜んでいます。この勝利は、ラグビ

ー部全員が一丸となって戦った結果だと思いま

す。また、OB の先生方をはじめ多くの方々に応

援していただきありがとうございました。チーム

内の雰囲気も良く、今年のデンタルではさらに上

位の成績を残せるよう頑張りたいと思いますので

よろしくお願い致します。

（４年生 粟野祐司）

【サッカー部門】

今年のデンタルは、８月２日北九州市の桃園運

動場で行われました。一回戦の相手東北大学は毎

年秋に定期戦を行っていて、お互いの手の内は知

り尽くしている相手でした。近年の対戦成績はほ

ぼ互角で、毎年接戦を演じていました。試合当日

の天候は曇り、15：40のキックオフということも

あり夏の大会とは思えない良好なコンディション

でサッカーができました。試合結果は前後半あわ

せて０―０、PK戦１―４で、一回戦敗退となりま

した。前半は、キックオフから全員が緊張も無く

自分たちのサッカーを展開できました。まさにワ

ンサイドゲームといった感じの前半でした。後半

は、風下に立ったこと、また前半の攻め疲れのた

めもあってか、互角か、やや押され気味の試合展

開でしたが、前後半あわせて被シュート数１とい

う内容でした。今年は残念な結果に終わりました

が、来年こそはよい報告ができるようにまた１年

間がんばっていきたいと思います。最後に御指導、

御支援をしてくださった後援会をはじめ多くの先

生方ありがとうございました。

（５年生 塩澤彰久）

【バスケットボール部門】

今年度のバスケットボール部門は、８月２日か

ら６日まで、小倉西高等学校、九州歯科大学清水

キャンパス体育館、北九州市立体育館にて、熱戦

が繰り広げられました。

男子部は、何とか１勝することができましたが

予選敗退という結果になってしまいました。来年

のデンタルでは、今年のデンタルと同じメンバー

で挑むので、今回のデンタルでの反省を生かし予

選突破、できる限り上位を目指して、これからの

練習も頑張っていきたいと思っています。

女子部は、１日目、２日目となかなか厳しい試

合が続きました。しかし、３日目、対戦校は、去

年敗退した日本大学。去年よりも一層レベルアッ

プした自分たちのプレーをやろう！ と試合に臨

んだ結果、男子部の強力な応援も支えとなって、

とても嬉しい大きな一勝を得ることができまし

た。この勝利を糧に、これからもさらなるレベル

アップを目指して、日々、邁進していきたいと思

います。

最後になりましたが、多大なご指導ご声援をい
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ただいた先生、OB・OG の方々、本当にありがと

うございました。

男子 ８月２日 対 九州歯科大学 47―80 ×

８月３日 対 鹿児島大学 56―83 ×

８月４日 対 松本歯科大学 74―51 ○

女子 ８月２日 対 九州大学 31×46 ×

８月３日 対 岩手医科大学 29×64 ×

８月４日 対 日本大学 37×23 〇

（男子部５年 松本 力）

（女子部４年 牧田早織）

【テニス部門】

今年の軽井沢でのオールデンタルは、我々テニ

ス部にとって飛躍の大会となりました。

男子は昨年まで第一線で活躍されてきた６年生

の先輩方の穴を埋めるべく、全員がモチベーショ

ンを常に高く保ち、厳しい練習を重ね、調整して

きました。

その甲斐あってか、見事目標であった「初戦突

破」を果たし、ベスト８まであと一歩というとこ

ろまで善戦しました。結果は29校中16位でしたが、

戦力的にやや物足りなかった中で最善を尽くし、

今後に対して結果以上に大きな手応えを感じるこ

とができました。

女子は選手層も厚く、しかしそれに油断するこ

となく「優勝」を目標に１年間練習に励んできま

した。昨年も目標にしてきた「優勝」ですが当然

容易に達成できるものではなく、勝ち慣れていな

い我々にとっては大きな重圧を感じながらの試合

ばかりでしたが、目標を常に見据え、精一杯練習

してきた成果を存分に発揮し、今年は見事「優勝」

の２文字を手にすることができました。

結果、29校中男子は16位、女子は優勝、総合は

７位と昨年の総合10位を上回る好成績を残すこと

ができました。このような結果を残せたのは、１

年間部員全員が一丸となって良い雰囲気の中で練

習をすることができたからだと思います。

今後、男子はさらに上位を、女子は連覇を目指

して、より一層練習に励んでいきたいと思います。

オールデンタル結果

（男子）

１回戦 対東京医科歯科大学 ３―２○

２回戦 対愛知学院大学 ２―３●

３回戦 対明海大学 ０―３●

４回戦 対昭和大学 １―３●

５回戦 対日本歯科大学 ０―３●

５戦１勝４敗 29校中16位

（女子）

１回戦 対北海道医療大学 ２―０○

２回戦 対日本大学松戸歯学部 ２―１○

３回戦 対松本歯科大学 ２―０○

４回戦 対東京歯科大学 ２―１○

５回戦 対大阪大学 ２―０○

５戦５勝０敗 29校中１位

（新潟大学歯学部硬式庭球部主将 斉藤 彰）

【バドミントン部門】

今年のデンタルバドミントン部門は８月７日か

ら北九州市立総合体育館にて行われました。男子

団体戦、女子団体戦ともに力及ばず、予選リーグ

敗退となりました。個人戦は部員一人一人の普段

の頑張りが反映され、とてもよい結果を残すこと

ができたのではないかと思います。今回の試合内

容、試合結果を踏まえ、今後よりいっそうの努力

をし、来年の更なる結果を期待します。今大会出

場に際しまして多大なるご指導、ご支援いただき

ました諸先輩方、諸先生方、本当にありがとうご

ざいました。

男子

団体 予選リーグ

新潟大学 １―４ 東京医科歯科大学

新潟大学 ０―５ 九州大学

新潟大学 ４―１ 昭和大学

１勝２敗 予選敗退

個人 シングルス

３回戦敗退

西川（６年）、岡田（３年）

ダブルス

３回戦敗退

押田（６年）・岡田（３年）ペア

西川（６年）・丸山（６年）ペア

女子

団体 予選リーグ

新潟大学 １―２ 明海大学
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